
1.計画名称

2.計画全体の進捗状況及び総合評価

3.各施策等における評価内容と改革改善

※5つ以上の場合は裏面へ

4.関連市民団体等の主な意見及び対応のポイント

5.添付資料
別紙「施策評価シート」

2019 年度　　分野別計画進捗等報告書
体系番号
06020101

・推進大会はあり方を検討した上で実
施する。県の補助金を活用する。

茅野市男女共同参画計画

区
分

施策名称 進捗評価
総合評価

改革改善の具体的内容
主な取組内容や成果 課題

1

男女共同参画
社会の実現に
向けた意識づ
くり

おおむね順調

・推進大会において、区・自治会
アンケート結果を報告すること
で、区・自治会の現状を参加者に
伝え、課題について問題提起す
ることができた。
・男女共同参画に関連した講座
について、周知により、参加者が
増えた。

・男女共同参画社会づくりを推
進するための活動として推進
大会を開催しているが、推進
大会のあり方を再検討し、実
施することが必要である。

進捗
評価 おおむね順調 説明

男女共同参画推進会議において、区・自治会専門部会、雇用専門部会、家庭教育専門部会に分
かれ、区・自治会、事業所、学校、家庭に対し啓発活動を行っている。茅野市はつらつ事業所の
認定事業所も順調に増え、目標に近づいている。また、男女共同参画をテーマにした川柳の募集
など新たな取組も始め、専門部会を中心に活発に活動している。

今後の重点化
施策番号 2 説明

地域や職場の中には、根強い性別による役割分担意識があり、意識や組織のあり方を変えていく
ためには時間がかかる。地域や区・自治会に男女共同参画の意識を浸透させるためには継続し
た啓発活動が必要である。

・市民に対し、男女共同参画を
考える機会を提供し、情報発
信していくことが必要である。
・交流事業では、来訪団の希
望やホストファミリーの事情に
も配慮しながら、行事を計画す
る必要がある。

・区・自治会に対する啓発活動の方法
や内容を検討する。
・交流事業では、派遣生徒がロングモ
ント市において、積極的に交流できる
ように、事前研修の内容を検討し実施
する。受入れにおいては、多くの方が
関係するため、定期的に情報共有し、
安全に事業を実施する。

3

職場、家庭に
おいて男女が
共に活躍でき
る社会の実現

おおむね順調

・茅野市はつらつ事業所の認定
事業所が82事業所となり、目標
の達成率が98％を超えた。
・市民を対象に男女共同参画を
テーマにした川柳の募集を行っ
た。中央公民館の事業を通じ周
知に力を入れたため、昨年度以
上の応募があった。

・茅野市はつらつ事業所の認
定事業所は主に製造業と建設
業である。他業種の申請を増
やすための取組が必要であ
る。

・茅野市男女共同参画推進会議雇用
専門部会と連携し、製造業や建設業以
外の事業所に対し、茅野市はつらつ事
業所の取組について周知する。

関連市民団体等名称

開催回数

主な意見 市の考えや対応など

・家庭・教育専門部会において、男女
共同参画をテーマにした川柳の募集な
ど、小中学校を対象とした意識づくりの
ための啓発活動を行う。

・茅野市男女共同参画推進大会
において、人権に関する映画を
上映し、女性の生き方や暴力、世
界の現状について考える機会と
した。
・市民を対象に男女共同参画を
テーマにした川柳の募集をした。
中央公民館の事業を通じ周知を
行ったため、多くの市民から応募
があった。

・男女がお互いの特性と人権
を尊重し、それぞれが能力を
発揮できるよう、意識改革や環
境づくりが求められている。
・市民に対し、男女共同参画を
考える機会提供し、情報発信
していくことが必要である。

4
男女の性の尊
重と健康支援

おおむね順調

2
あらゆる分野
への男女共同
参画の推進

おおむね順調

・区・自治会長を対象に、区・自
治会の女性役員の登用状況や
意識調査を行い、結果について
公表した。
・ホームステイ交流事業では、学
校訪問や行事を通じ、英語による
積極的な交流ができた。また、交
流の中で、お互いの考えや文化
を尊重し、理解しようとする姿勢
が深まった。

参加延べ人数


